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【論 文 】

子どものごみ減量行動に及ぼす親の社会的影響†

依 藤 佳 世*

【要 旨】 本研究 の目的 は,ご み問題 につ いての親 か らの社会的 な働 きかけが子 ど もの環境関連 の認知

と行 動 の どの側 面 に影響 す るのか を明 らか にす るこ とで あ る。N市 内の2つ の小 学校 にお け る4・

5・6年 生 の児童 とその保護者276組 に対 してア ンケー ト調査 を実施 した。主 な結果 は以下 のとお りで

ある。親子 の会話が子 どもの環境問題 に対す る関心 を喚起す るとい う影響力 はあま り強 くはなか った。

注意す るほめるといった親 の しっ け行動が子 ど もの環境配慮行動 を促す といった効果 はわず かに見 られ

た。 しか し,親 か らの影響で強 い効果が確認で きたのは,親 の環境配慮行動 を子 ど もが観察す ることで

あ った。親の行動 をモデルと して,子 ど もは親 の期待 を感 じて環境配慮行動 をとるよ うになると考 え ら

れ る。

キー ワー ド:ご み減量行動,情 報的 ・規範的影響,小 学生,環 境配慮行動,観 察学習

1.は じ め に

本研究の 目的 は親 と子 どもの双方に独立 ・平行に調査

を行 い,子 どもの ごみ減量行動に対す る親か らの影響を

環境社会心 理学 的 アプローチによ り検討す ることであ る。

次世代 を担 う子 どもたちへの環境教育 は,将 来世代が

享受 で きる環境 の質 を損なわずに現世代 のニー ズに応 じ

る持続可能 な社会 を形 成 してい くための重要な施 策の1

つであ り,平 成14年 度 には環境 の ための地 球学習観 測

プ ログラムモデル校 を24校 も指定す るな ど積極 的な取

り組 みが行 われてい る1)。環境教育の 目的 は,地 球規模

で考 えて,身 近 な ところで行動 す るよ うに動機 づけ るこ

とであるので,2つ の側面 か らのプ ログラムが必要 とさ

れている。1つ は地球温 暖化 や廃棄物 の越境 問題 な どの

グローバルな環境 問題 と,個 人 による消費 ・廃棄 な どの

ローカルな行動 とのつ なが りについて知識 を提供 す るこ

とであ り,も う1つ は地域 や個人 の草 の根 レベルで ごみ

減量行動 などの環境保全 ・配慮行動 を実践 するよ う方 向

づ けるプログ ラムである。

しか し,学 校現場 における環境教育 はどち らか といえ

ば知識偏重型の プログラムが多 い。BoerschigandDe

Young2)は これまで に実 施 されて きた環境 教育 プ ログ

ラムの ほとん どが,エ ネルギ ー ・資源の消費や環境への

負荷が相対的 に小 さい行動(以 下,環 境配慮行動3)と表

記す る)を とるように勧めて いて も,行 動実行のための

手続 きを教示 して いない と概観 してい る。鈴 木4)も環境

教育の実践例を整理 して,具 体的な行動手続 きを示 した

事例が少 ない ことを指摘 して いる。 また高 月5)はごみ問

題の体験学 習が行われて も各 自治体 の処理実態の単な る

知識 と清 掃工場 の宣伝 に終わ ってい ることを指摘 してい

る。 このよ うな プログラムを概観す ると,子 どもたちが

学校 での環境教 育か ら適 切な環境配慮 行動 を学 ぶに はま

だ不十分 であ ると推 測され る。そ うであれば,子 どもた

ちが環境配慮行 動を学 ぶ主要 な場所 として現状 で重要 な

のは家庭環境 であろ う。親 もしくは保護者(以 下,親 と

表記 す る)は,家 庭 で ともに生活 する時間が長 いため小

学校高学年 までの子 ど もに対 して強 い影響力 を持 ってい

ると考 え られるか らである。

親 か ら子 ど もの ごみ減量行動 への影響 を分析 するには,

親 か らの環境 に関連す る影響 にどのよ うな ものがあるか

を整理す る とと もに,子 ど もの ごみ減量行動 がどのよ う
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な認知 ・態度 によ って規定 されてい るの かを明 らかに し

なければな らない。 そのために,親 か らの働 きかけの要

因 に関 する親 の調査 と,子 ど もの ごみ減量行動 とその規

定因 と しての認知 ・態度 についての調査 を別 々に実施 し

た上 で,相 互 の要因連 関を分析 する必要 があるだろ う。

そ うで なけれ ば親 か らの どんな働 きか けが子 ど もの認

知 ・態度 を媒介 に して行動 に影響 しているのかを特定 で

きないか らである。

1.1子 どものごみ減量行動 に関する研究

親 か ら子 ど もへの ごみ減量 に関 す る態度 や行動 に及 ぼ

す影響 につ いての環境社会心理学 的研究 はほ とん ど見 ら

れない。以下 は ごみ減量行動 を環境配慮行動 として扱 い,

その知見 を概観 する。 田尻,井 村6)は,幼 児 が 自然 に親

しみを もつ ことと親 の環境保全行動 には相 関があ ること

を見 出 しているが,彼 らの調査 では親 のみに質 問 してお

り,実 際に子 ど もが行動 してい るか どうかは確認 で きて

いない。KiddandKidd7)は 野 生動物への好 意的態度

の育成 について,親 に もイ ンタビューを試 みた。 そ こで

は動物園好 きの親 が子 どもを動物 園に連 れて きてい ると

い う親 か ら子 ど もへの影響 を示唆 しているが,動 物園 へ

来 た こ とが な い 人 と の比 較 も必 要 だ と して い る。

Musserand Diamond8)は 就学 前児童 の環境 への態度

尺度作成過程 で親 の態度 と子 どもの態度 の相 関について

述 べてい る。 それによ ると父親 の環境 に関す る知識 と子

ど もの環境 への態度 に相 関が認 め られたが,家 庭 で実行

してい る環境配慮行動 と子 どもの態度 に相 関は認 め られ

なか った。 このよ うに親 か ら子 への影響 につ いて個別 に

調 べた事例 はあ るものの,体 系的にその影響 について要

因 ごとに整理 した研 究 は見 あた らない。

また,子 どもの ごみ減量行動 の規定 因につ いての研 究

も見 られないため,環 境配慮行動 に関す る知 見を援 用す

る。BonnetandWilliams9)は小 学4年 か ら6年 生の

児 童の グループイ ンタビューか ら環境や 自然は普段の生

活 とは違 うもの,そ れ らへの共感 性,個 人 の環 境に対 す

る責任 性な どを見いだ した。 影響 源につ いて も尋ね,親,

経済 的地位,他 者の行動が環境配 慮行動を とる際に関わ

ることを示 した。 またMusser and Malkus10)は これ

まで研 究者 ごとに異な る態度尺度が使われていた とい う

問題を指摘 して,小 学生を対象 と した環境への態度を感

情,認 知,行 動の側面か ら測定す る標準的な尺度を提案

してい るが,そ の要素 についての分類 は行われていない。

以上のよ うにいずれの研究 も態度成分の分類や態度 と行

動間の関連を体系的 に示 した研究 は行われていな い。

以上 より既存の研究成果か らは子 どもの要因のみを考

慮 した ごみ減量行動の規定因や親か らの影響因モデルを

提案 する ことは困難 だ と考 え られ る。 よ って成人 の環境

配慮行動研究 を援用 しなが ら,子 ど もの ごみ減量行動 の

規定 因 と影響 因モデルを提案 す る。

1.2規 定因 と影響過程 モデルの提案

成人 の環境配慮行 動 において,広 瀬3)は環 境配慮的態

度 一行動 モデル(以 下,広 瀬 モデルと略記す る)を 提起 し

てい る。広瀬 モデルは環境配慮行動全般 を動機 づけ る要

因を危機感(環 境 リス ク認知),責 任感(責 任帰属認知),有

効感(対 処有効認知)の3つ の環境認知 と仮定 した。さ ら

に個 々の環境配慮行動 の妨害 ・促進要 因 として,自 分 で

その行動 を選択 で きるか どうかの実行可能性評価,行 動

に ともな う負担 が大 きくないかの便益費 用評価,そ の行

動 を とる ことが周囲 の期待 にそ ってい るか否 かの判断 で

あ る社会規範評価 の3つ の行動評価 を仮定 した。 このよ

うに動機 づけ と促進 ・阻害要 因の両方 を考慮 した2段 階

モデル とな ってお り,従 来 のモデルよ り予測力 が高 い と

考 え られ る。 また先 に述 べた子 ど もの環境配慮行動 の規

定 因で も責任感 や他者 の行動 すなわち社 会規範 について

言及 されてお り,適 切 なモデル として援 用可能 であろ う。

この広瀬 モデルを援用 し,野 波,杉 浦,大 沼,山 川,広

瀬11)は資源 リサ イクル行動 の意思決定 においてメデ ィア

が果 たす役割 を,松 井,大 迫,田 中12)はごみ収集 に対 す

る市民 の意識構造 を,山 川,神 下,寺 島13)はごみを有料

化 した 自治体 において ごみ焼却行動 に影響 す る要 因を検

討 してい る。 いずれ もおおむねモデルにそ った連 関を示

し,モ デルの妥 当性 を示 してい るので,広 瀬 モデルを援

用 して子 どもの ごみ減量行動 につ いて検 討を進 め る。 た

だ し,こ のモデルが子 どもの ごみ減 量行 動を説 明す るの

に適切 なモデルであ るか どうかにつ いての検討 が必要 で

あ ると考え られ る。 筆者 らが先 に行 った研究 では,親 と

子 どもの ごみ減量行 動の規定 因を比較 した ところ,双 方

とも行 動評価 が強い規定因 とな った とい う結果 において

一 致が見 られたため,子 どもの ごみ減 量行動 を説 明す る

のに適 したモデルであ ると判 断 した(詳 しくは依 藤,広

瀬14))。よって本 研究 で は,ご み減量行 動 の規 定因 モデ

ル として広瀬モデルを援 用 して検討を進 め ることとす る。

親か ら子 どもの ごみ減量行動についての影響 の分類に

関 して は参考 とな る先行研究がないので,新 たに以下 に

述べ る仮説 に基 づいて検 討 を行 う。 まず 親か らの直 接

的 ・間接的影 響によ り子 どもの行動や態度,信 念な どが

変化す ることか ら,親 か らの影響 を社会 的影響†として,

† 社会的影響 とは,他 者か ら直接 的,間 接的に影響を受け るこ

とに より,被 影響 者の行動 や態度,信 念 などが変 化す るこ とを

示す。
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Deustchand Gerard15)よ り情報的影響 と規範的影響

の2つ に分類す る。情報的影響 は,事 実 につ いての証拠

として他者か ら得 られ る情報を受 け入れ ることによ る影

響 なので拘束力 は弱いが,環 境 に対す る認知の形成 にあ

た り参考に された り様々な知識 と して活用 され ることが

予想 され る。一般的な環境問題 に関わ る会話や情報が こ

れにあた る。情報的影響 は,環 境問題 に対す る3つ の認

知(環 境認知)に 影響を及ぼす とい う仮説を設 ける。一・

方,規 範的影響 は行動に関 して強い拘束力を持ち,他 者

の肯定的期待 に従お うとす る影響であ る。他者に受容 さ

れたい とい う動機 に基づ いて態度を変容 させ ることであ

るため,社 会規範評価に影響を及ぼす ことが予想 され る。

家庭において はしつ けの ような,直 接にあ る行動を促す

よ うな働 きか けが これ にあた る。 しつ けに はあ る行動の

際に親 が注意 した り,ほ めた りす るという2側 面が考え

られ る。 この両側面を規範的影響 とし,社 会規範 評価に

強い影響 を持つ と予測す る。

ところで直接に行動を促進 ・抑制す る働 きか けのみで

はな く,観 察によ って予期的に社会(家 庭)の ルールを

理解 で き るこ とも考 え られ る。Bandura16)は,観 察 学

習においてモデ リング刺激 は社会の しくみを知 るための

手 がか りとな るとしてい ることか ら,親 の ごみ減量行動

の観察が社会規範評価に影響す る可能性を示 してい る。

また行動を呈示す ることは,そ の行動の家庭 におけ る選

択 可能性,ま た行動がそれ ほど不便で はない と示す こと

に もな る。す なわ ち実行可 能性評 価,便 益 費用 評価 と

い った行 動評価に影響 を与え ることが予想 され る。観 察

学習 的影響 は ごみ減 量行動 を と る場合 の具体 的行動評

価 ・判断(行 動評価)に 影響を及ぼす という仮説を立て

た。観察学習的影響 は親か らの働 きか けにお いて は,規

範的影響 と比較 して間接的 に子 どもの行動評価 に影響を

及ぼす もの との仮説を立てた。

1.3本 研究の 目的

以上の ことより本研究の 目的 は,親 か らの社会的影響

すなわ ち情報的影響 と規範的影響お よび観察学習的影響

が子 ど もの ごみ減量 行動 につ いての環境 認知 ・行動評

価 ・行動の どの側面 に影響す るのかを特定す ることであ

る。

具体的に は以下の仮説を検証す る。 まず家庭での ごみ

問題 についての会話に よって もた らされ る情報 は,危 機

感や責任感,有 効感を喚起す るだ ろう。 ごみ処理場を作

る場所が もうないな どの話題 は危機感を引 き起 こすであ

ろうし,そ の ごみを出 して いるの は自分た ちであ ると認

識す ることで責任感が誘発 され,リ サ イクル に出す こと

な どで ごみ減量 に何 らかの貢献を して いることを知 らせ

れば有効感 につなが ると考え られ る。 また注意 によ る し

っ けや ほめ言葉か ら,家 庭での行動基準 につ いての情報

を もた らすため に,社 会規範評価に影響を及ぼす。加え

て,親 の実行す るごみ減量行動を観察す ることは,選 択

可能な行動の呈示とい う点で実行可能性評価 に,行 動の

不便 さ ・便益を示す とい う点で便益費用評価 に,ま た家

庭内の ごみ捨てのルールを示す とい う点で社会規範評価

に影響を及ぼす。 これ らより情報的影響 は環境認知へ,

Fig.1Causal chain model of children's waste reduction behavior
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規範 的影響 は社会規範評価 に,観 察学 習的影響 は行 動評

価 に影響 を及 ぼす との仮説 が導 かれ る。Fig.1は 以 上

の仮説 を図示 した ものであ る。

2.方 法

2.1被 調査者

N市 内の2つ の小学校 に通 う4,5,6年 生 とその親457

組914名 を対象 に調査 を行 った。 なお,家 庭 にお けるご

み減量行動 につ いての質問が 目的で あるため,親 は 「主

に家事を担当す る方」 に回答 を依頼 した。

2.2手 続 き

質問紙法 によって行 った。学校 で親用 と子 ど も用 の質

問紙 を同 じ封筒 に入 れた ものを子 ど もに渡 し,家 に持 ち

帰 って回答 して もらうことをク ラスの担任教員 に依頼 し

た。子 ど もには,家 庭 で回答 す るときに親子 で相談 は し

ないよ うに と指示 した。 また回答 した質 問紙 は封 を して

提 出す るよ うに教示 した。配布,回 収 はその学級 の担 任

に依 託 した。 実施 期 間 は1999年10月12日 か ら10月

19日 まで と同年10月26日 か ら11月2日 までであ る。

2.3調 査項 目

広瀬3)の要因連 関モ デル に基 づ き,質 問紙 を作成 した。

その際,ご み減量行動 について は,奈 良女子大学環境問

題 プロジェク ト17)(未 公刊)に よる大学生を対象 に した

家庭での環境配慮行動 につ いての調査 を主 に参照 し,環

境認知 ・行動評価 につ いては野波 ら11)を参考 に したが,

子 どもの生活 に関係が ないと思 われ るもの は除 き,現 役

の小学校の先生か ら示唆 を得て新 しい項 目を追加 した。

子 どもの質問紙 にはすべ ての漢字 にふ りが なをふ った。

それにつ いて小学5年 生33人 とその親 を対象 に予備調

査 を行 い(有 効 回答 率85%),“ わか らな い”とい う回答

が少 なか った項 目を適切 である と判断 し,採 用 した。 ま

た本研究 で は親 か ら得 た回答 の うち,観 察 学習 的影響

(親の ごみ減量行動),情 報 的影響,規 範 的影響 の各項 目

を使 用す る。す なわ ち以 下 の項 目の うち,2.3.1か ら

2.3.3につ いては子 どもに尋 ねた項 目であ り,2.3.4の

み親 に尋ねた項 目であ る。

2.3.1ご み減量行動

「あな たはい らな くな った ノー トや雑誌 はまとめて リ

サ イクル に出せ るようにお手伝 いを しますか」な どの家

庭で行 え るごみ減量 行動 を子 どもに10項 目尋ね た。す

べて “いつ もす る”,“だ いたいす る”,“したり しなか っ

たり”,“あまり しない”,“ほとん ど しない” まで の5段

階尺度で尋ね た。

2.3.2環 境認知

環境 リスク認知,責 任帰属認知,対 処有効性認知の3

つの認知項 目を とりあ げた。環境 リスク認知 は 「ごみが

減 らな くて も,新 しい埋め立て地がで きれば大丈夫だ と

思 う」,責 任帰属認知 は 「ごみが増え るの はものを売 っ

た り作 った りす る会社な どのせいだ と思 う」,対 処有効

性認知 は 「自分 たちもごみ になるものを買わな いように

すれば街 のごみ も減 って い くと思 う」 といった形で尋ね,

合計8項 目で構成 した。すべて “そう思 う”,“どち らか

といえばそう思 う”,“どち らと もいえない”,“どち らか

といえば思わ ない”,“そ うは思 わない” までの5段 階尺

度で尋 ねた。

2.3.3行 動評価

具体 的な行動 を とる際の評価 ・判 断に関わる行動評価

項 目 として,実 行可能性評価,便 益費 用評価,社 会規範

評価 の3つ を とりあげた。実行可能性評価 として 「自分

で紙 を リサイ クル しに くいのは家 にためてお く場 所がな

いか らだ と思 う」,便 益 費用評価 として 「包 み紙 やあ き

箱 を分けて リサイ クル回収に出すの は面倒だか らや りた

くない と思 う」,社 会規範評価 で は 「家族の人 は紙の リ

サイ クル回収にすすんで出 してい ると思 う」 とい った形

で尋ね,合 計7項 目で構成 した。いずれ も “そ う思う

か ら “そ うは思わな い” までの5段 階尺度で尋ねた。

2.3.4情 報的影響 ・規範的影響,観 察学習的影響

親か らの子 どもに対す る社会的影響 と して情報的影響

と規範的影響,観 察学習的影響 を親 に尋ね た。情報的影

響 は家庭 にお けるごみ問題 につ いて の会話の頻度 を尋ね

た。「ごみ焼却 場 や処分 場を作 る場 所が もうない こと」

な どごみ問題 に直接 関 わ る会話3項 目を “よ く話す”,
“たまに話す”

,“ どち らと もいえない”,“あま り話 さな

い”,“ほとんど話 さない” の5段 階,情 報 に接触 した後

に家庭 で話題 にす るかにつ いての 「新 聞で環境 問題 の記

事 がある とお子 さんに話 を しますか」 な ど2項 目を “い

つもす る” か ら “ほ とん どしない” までの5段 階で尋 ね

た。 また,規 範 的影響 につ いては家庭 での リサイ クルに

関 して 「お子 さんが ノー トやチ ラシな どの紙 を ごみ箱に

捨 てた とき,注 意 しますか」 とい う注意 に関す る2項 目

と 「お子 さんが紙 を種類別に分けた りして,リ サ イクル

に出 した ときほめ ますか」 とい うほめ ることに関す る2

項 目を尋ねた。すべて “いつ もす る”か ら “ほとん ど し

な い” までの5段 階で評定を求め た。 また観察学習的影

響項 目と して親 に普段行 って いる行動 と して 「食品の ト

レイは洗 って か らスーパ ーに持 ってい く」な どの13項

目を尋 ねた。 この うち子 どもの項 目との対応か らリサイ

クル行動 の5項 目を使用 した。 “いつ もする” か ら “ほ

とん ど しない” まで の5段 階で回答 を求め た。
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3.結 果

3.1対 象の属性

本研究で は分析対象項 目に欠損値があ るものを分析対

象 外 と した。回答 に応 じた351組 か ら該当 す る75組 を

除い た276組 を以 下で は取 り扱 う。構 成 は4年 生87名

(男44名,女42名,不 明1名),5年 生84名(男44名,女

40名),6年 生100名(男47名,女52名,不 明1名),計

276名(学 年不 明5名)と その親(男7名,女255名,不

明14名;平 均年齢39.8歳,SD=4.05),合 計552名 で

あった。有効回答率 は60%で あ った。

3.2認 知尺度の構成

3.2.1ご み減量行動項 目

子 ど もの ごみ減量 行動 の10項 目の うち,3項 目は平

均値が4.0以 上 で偏 りが大 きか ったため分 析か ら除 いた。

平均 は3.12(得 点 は5点 尺度、得点が低 い方が環境配慮

的),標 準偏差 は0.82,α=.65で あ った。 もっとも実行

されていた行動 は 「チラシを断 る」 であ り,“ いつ もす

る”,“だいたいす る”を合わせて50%が 実行 してい た。

また もっとも実行 されていない行 動 は 「スーパー まで ト

レイや牛乳 パ ックを持 って い くお手 伝 いをす る」で,

25%が 実行 して いた。 この7項 目に対 し主成 分分析 を

実 行 した ところ,第1主 成 分 の固有値 は2.29で あ り,

第2主 成分(0.98)以 下(0.88,0.87と 減衰)よ りも格

段 に大 き く,ご み減量行動 を示す もの と容易 に解釈 で き

る ものであったので,、第1主 成分 のみを抽 出 した。主成

分得点 を回帰法(真 の因子 スコアの最小 自乗的推定値)

により算出 し,以 下 の分析 に使用 した(Table1)。

3.2.2環 境認知項 目

環 境認知 は環境問題 に対 して実行すべ き理想的 な行動

や考え方を示 して いるため,得 点 は高 くなった。 「子 ど

もで もごみを減 らすの に協力す ると大 きな力 にな ると思

う」 では84%が “そ う思 う”,“どち らか といえばそ う

思 う” と回答 した。 また 「ごみが こん なに増 えるのは全

部大人のせ いだ と思 う」 に対 して は3%に とどま り,自

分た ちにも責任があ ると感 じて いることか らごみ問題解

決に対 して肯定的な姿勢を保持 して いることを伺わせ た。

子 どもの環境認知項 目9項 目に因子分析(主 成分解,バ

リマ ックス回転を使用 した,以 下同様であ る)を 行 い,

固有値1以 上の因子を抽出 し3因 子構造を得た。第1因

子を環境 リスク認知,第2因 子を対 処有効性認知,第3

因子 を責任 帰属認知 と した(Table2)。 この分析 よ り

全 分散 の60%が 説 明可能 だ った。後 の分析 で は因子得

点 を回帰法 によ り算 出 して使 用 した。

3.2.3行 動 評価項 目

行動評価7項 目の うち 「家族 の人 は紙 の リサイクル回

収 にすすん で出 していると思 う」 で “そ う思 う”,“どち

らか といえ ばそ う思 う” を合 わせて67%に 肯 定的 に回

答 され た。 また 「牛乳パ ックを持 って行 きに くいのは学

校 が遠 いか らだ と思 う」 と答 え たのは11%で あ った。

家族が リサ イクルを実行 して いる姿 をよ く目撃 し,リ サ

イクル行動を実行で きない場合 の理由を学校 の遠 さのせ

いには して いな いことが伺え る。行動評価6項 目を因子

分析 し,解 釈可能性か ら3因 子解を得た(固 有値 は2.47

→1 .43→0.95→0.69と 減 衰 した)。第1因 子 は便益 費

用評 価,第2因 子 は社会規範評価,第3因 子を実行可能

性評 価 と命 名 した(Table3)。 これ に よ り全 分 散 の

69%を 説明 した。因子 得点 を回帰 法 によ り算 出 し,後

の分析 に使用 した。

3.2.4親 か らの社会的影響

情報 的影響5項 目,規 範 的影響4項 目および観察学 習

的影響5項 目,合 計14項 目を親 か らの社会 的影響項 目

と した。 このうち 「古新聞,古 雑誌 の リサイクルを して

いる」 が もっと も行 われ てお り,86%の 回答者 が “い

つもす る”,“だいたいす る” と して いた。 また 「ごみ焼

Tablel Results of principal component analysis of waste reduction behaviors

As a score is lower, children behave positively to the environment. Questionnare had kana printed alongside the Chinese 
characters to assist in reading. Standardized a= .65
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Table 2 Results of factor analysis of enviromental cognitions

(R) indicates reverse items. As a score is lower, children have positive cognitions to the environment. 
Principal component solution, Varimax rotation. 
Factor 1 ; Perceived seriousness of waste problems (a=.65), Factor 2 ; Effectiveness of a pro-environmental 
lifestyle (a= .65), Factor 3 ; Ascription of responsibility for waste problems (a=.59).

Table 3 Results of factor analysis of behavioral evaluations

(R) indicates reverse items. As a score is lower, children have positive evaluations to environment. 
Principal component solution, Varimax rotation. 
Factor 1 ; Cost-benefit evaluation (a=.72), Factor 2 ; Social norm evaluation (a=.61), Factor 3 ; Feasibility 
evaluation (a =.52).

却や処分に私た ちの税金を使 うこと」 について話 し合 う

と答 え たの は “よ く話す”,“た ま に話す を合 わせ て

19%で あ った。 この14項 目を因子分析 し,固 有値1以

上の因子を抽出 して3因 子解を得た。(Table4)。 これ

によ り全 分散 の60%を 説 明 した。規範 的影響 と して設

定 した項 目の うち,1項 目のみ観察学習的影響 に高 い負

荷を示 したものが認め られ たが,回 帰法 により因子得点

を算出 して,以 下 の分析で用 いた。

3.3親 か らの社会 的影響 が環境 認知 ・行動評価 に及ぼ

す影響

ここでは情報的影響,規 範的影響,観 察学習的影響が

子 ど もの環境認知 ・行動評価 のそれぞれに及 ぼす影響 に

ついて考 える。

と ころで本研究 では親 と子 ど もに別 々に調査 を行 った

ため,親 は行動 を実行 している と思 っているが子 ど もは

観察 していなか った り,子 ど もは注意 されている と思 っ

たが親 は注意 してい ると思 っていなか った りといっ た相

互の認識のずれが生 じてい る可能性 があ る。社 会的影響

尺度 は先の節 で構成 したが,そ の指標の妥当性 について

ここで再確認 を行 う。観察学 習的影響 で は,自 己報告 さ

れた親の行動の単純加算平均 と 「家族の人が紙 を リサイ

クル回収 に出すのを見た ことがあ りますか」な どの子 ど

もが親 の行動 を観察 したか につ いて尋 ねた3項 目の単

純加 算 平均(α=.75)は 中程 度 の相 関 を得 てい る(γ

=.42,p<.001)た め,親 の ごみ減量行動の実行度 に

つ いて の親 と子の認識 は対応 して いると考え られ る。 ま

た規範的影響 につ いて は,子 ど もに 「あなたが ノー トや

チラシなどの紙 をゴ ミ箱 に捨て ると,家 族 の人 は注意 し

ます か」 などの2項 目か ら構成 され る注意 に関す る項 目,

「あなたが紙 を種類別 に分 けて リサイクル回収 に出す と,

家族 の人 はほめて くれますか」 などの2項 目か ら構成 さ

れるほめる ことに関す る項 目(α=.70)を 尋 ねた。 こ

れ らの単純加算平均 と,規 範 的影響4項 目の単純加算平
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Table 4 Results of factor analysis of social influence

As a score is lower, parent has positive attitudes to environment. Principal component solution, Varimax rotation. 
Factor 1 ; Informational influence (a=.89), Factor 2 ; Observational influence (a=.75), Factor 3 ; Normative 
influence (a=.72).

均(α=.73)と の相関を見た ところ,弱 いなが らも有

意 な相 関 を得 た の で妥 当 な指 標 と して 分析 を進 め た

(r=.21,p<.001)。

以上 の手続 きを踏 んで,子 ど もの環境認知 ・行動評価

と親 か らの社会 的影響 との関連 を検討 した。分析方法 は

重 回帰分析 を使用 し,ス テ ップ ワイズ法 を用 いた。変数

選 択の基準 はF値 の有 意確率 が5%以 下 の変数 を投入

し,10%以 上 の変 数 は除去 した。 まず環 境認 知で は,

環境 リスク認知 について情報 的影響(β=.15,p<.05)

が有意 な説 明変数 とな った(R2=.02,F(1,273)=6.20,

p<.05)。 責任帰属認知 および対処有効性認知 につ いて

は適切 な説明変数 は示 されなかった。

また行動評価 においては,便 益費用評価 では観察学習

的影響が有意 な変数 とな り(β=.15,p<.05;RZ=.02,

F(1,274)=6.07,p<.05),社 会規範評価 に対 して は観

察学習的影響(β=.28,p<.001)お よび規範 的影響(β

= .15,p<.05)が 有意 な説 明変数 とな った(R2=.10,

F(2,273)=15.41,p<.001)。 実行可能性評価 に対す る

親か らの影響 は適切 な説明変数 は示 され なか った。以上

の分析 はFig.2の 左半分 に示 した。

3.4親 からの社会的影響と子ども自身の環境認知・行

動評価がごみ減量行動に及ぼす影響

ここではまず親からの情報的影響,規 範的影響,観 察

学習的影響が直接子どものごみ減量行動に及ぼす影響を

見る。その後に子どもの一般的態度である環境認知と具

体的行動についての判断である行動評価といった認知要

因も同時に含めてごみ減量行動との関連を検討すること

で,子 どもの行動 をよ り強 く規定 する要因 を探 る。

まず ごみ減量行動 に直接関連 する社会 的影響 を検討 し

た。分析方法 は これまで同様,重 回帰分析 をステ ップ ワ

イズ法 によ って用いた。投入,除 去 の基準 も先 と同 じで

ある。情報 的影響,規 範 的影響 および観察学習 的影響 の

3変 数 を説 明変数 として投入 し,子 ど もの ごみ減量行動

を従属変数 とした重回帰分析 を行 った結果,情 報的影響

と観察学 習 的影 響が 有意 な説 明変数 とな った(順 に β

= .18,p<.01;β=.32,p<.001;R2=.13,F(2,

273)=21.13,p<.001)。 結果 は図 に掲載す ることを省

略 した。

次 に,社 会的影響 は子 ど もの認知変数 を媒介 して影響

を及 ぼ しているのか,も しくは直接 に行動 に影響 を及 ぼ

す のか にっ いて検討 した。 これ も同様 に,重 回帰分析 に

て ステ ップワイズ法を用 いた。投入,除 去 の基準 も同様

で ある。 その結果,子 ど もの ごみ減量行動 と親か らの社

会的影響 による環境認知 ・行動評価を媒介 しない直接の

関連 は先 と同様,情 報的影響 ・観察学習的影響 にお いて

認め られ た(順 にβ=.13,p<.01;β=.18,p<.001)

が,そ の影響力 は弱 くなって いた。 また,子 どもの認知

変数 にお いて は便益費用評価(β=.28,p<.001)と 社

会規範評価(β=.36,p<.001)に 関連 が認め られ,社

会規範評価が もっとも強 い説明因 とな った。3つ の環境

認知およ び実行可能性評価 は,子 どもの ごみ減量行動の

有意な説明変数 とな らなか った(R2=.31,F(4,271)=

31.85,p<.001)。Fig.2の 右半分 は以上の分析を図示

した ものであ る。
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Fig.2Parental social influence on children's psychological factors and waste reduction behavior

4.考 察

4.1ご み減量行動 に及ぼす親の社会的影響

親か らの社会的影響 の分類 につ いて はおおむね仮説 に

一致 した結果を得 た。す なわ ち,情 報的影響,規 範的影

響 および観察学習的影響で ある。 ただ し規範的影響 と し

て想定 した質問で は1項 目のみ観察学習的影響 に負荷の

高 い項 目が認め られ た。

また親か らの社会的影響 のうち,情 報的影響 は子 ども

の環境認知 の1つ である環境 リスク認知 に,規 範的影響

と観察学習的影響 は子 ど もの行動評価 である社会規範評

価 に,観 察学習的影響 は便益費用評価 にそれぞれ影響 を

及 ぼ した。情報 的影響 と観察学習的影響 にはごみ減量行

動 への直接 の有意 な関連 が認 め られた。以上 よ り子 ど も

のごみ減量行動 と親 の社会的影響 の関連 につ いての仮説

は部分 的に一致 した結果 を得 た と考 え られる。情報的影

響 が環境 リスク認知 に影響 を及 ぼ した ことは,家 庭 での

ごみ問題 についての会話 が子 ど もの ごみ問題 に対 する危

機感 を高 め ることを示 す。 また,規 範 的影響 と観察学習

的影響 が社会規範評価 に影響 を及 ぼ した とい うことは,

親 か らの注意 ・ほめ言 葉や親 の ごみ減量行動 を観察 す る

ことで 自分(子 ども)も ごみ減量行 動を しなければな ら

ない と考え,観 察学 習的影響 と便益 費用評価 の関連 は親

の ごみ減量行動を観察す ることでその行動 の面倒 さが減

じられた とい うことを示 してい る。 また情 報的影響 と観

察学習的影響が ごみ減量行動に影響 した ことは,ご みに

ついての会話 や親の ごみ減量行動 を見 るだけで,と くに

考えずに子 どもの ごみ減量行動につ なが るとい うことを

示唆 して いる。

この ように子 どもの個人内の認知のみを仮定 したモデ

ルで はな く,親 か らの影響を検討す ることによ って,親

が どの ように行動す ることが子 どもにごみ減量行動の実

行を促すか につ いての示唆が得 られた。すなわち子 ども

の ごみ減量行動を引 き出すの に必要なの は親 自身が ごみ

減量行動 を実施す ること,子 どもが ごみ減量行動を実行

したときには適切 な注意や ほめ言葉を行 うことであ る。

また家庭での ごみ につ いての会話を行 うこともごみ減量

行動 を促す一因 となって いる。

4.1.1情 報 的影響 との関連 を もたなか った環境認知

情報的影響 は環境 リスク認知 に影響 を及 ぼ したが,責

任帰属認知や対処有効性認知 に影響 を及 ぼさなか った。

情報的影響 の項 目はごみ問題 につ いての話題お よび情

報 を子 ど もに もた らす頻度 につ いて質問 して いる。税金

の話 などによ り責任感 が喚起 されること も考 え項 目を設

定 した ものの,実 際 に税金 を払 っていない子 ど もには現

実感 がない。 また ごみを減量 する ことで もた らされる効

果 について抽象 的な情報 しか示 されなか ったために有効

感 を喚起 す るとい うよ りは,ご みを減 らさねばな らない

とい う危機感 の方 に強 く働 きかけた ことが予想 される。

このよ うな理 由か ら情報 的影響 と責任帰属認知 ・対処有

効性認 知には関連 が見 られなか った と考 え られる。

4.1.2規 範的影響 および観察学習 的影響 との関連 を も

5
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たなか った行動評価

規範的影響 ・観察学習的影響 は行動評価 の うち社会規

範評価,観 察学習的影響 は便益費用評価 と関連が あった

が,実 行可能性評価 はどち らと も関連が認 め られ なか っ

た。

観察学習的影響が実行可能性評価 と関連 を持 たなか っ

たことにつ いて は,実 行可能性評価 は定義 と して社会的

機会のみ な らず ごみ減量行動 の知識や技能 をも含むが,

本研究で取 り扱 った実行可能性評価 は リサ イクルの機会

が あるか どうか に関す る質問 のみで あった。すなわ ち小

学生の ごみ減量行動の実行可能性を考慮 して学校で行わ

れて いる資源回収 に参加す ることが可能か どうか につ い

ての項 目が3項 目中2項 目で あった。 また学校での実行

可能機会 に焦点が当て られた ため に,家 庭での実行可能

性を正 しく表現で きて いなか った可能性が考え られ る。

これ らの理 由か ら観 察学 習的影響 との関連 が見 られな

か ったので はな いか と推測 され る。

5.ま とめ と展 望

本研究で は,情 報的影響が環境 認知に,規 範的影響お

よび観 察学 習的影響 は行動評価に影響す るとい う仮説を

立て,親 の社会的影響が子 どもの ごみ減量行動に及ぼす

影響 を検討 した。 また親 と子 どもそれぞれに質問を行 う

とい う形式で回答の独立性を保ち,そ の関連を精査す る

独 自の技法を用いた。

結果 で は,ま ず子 どもの ごみ減 量行 動に影響 す る親 か

らの社 会的影 響を分 類 し,仮 説にそ った3つ の影響 を検

出 した。3つ の社会 的影響 の うち,情 報 的影響 と観察学

習的影響 が ごみ減量行動 と直接 の関連 を示 した。 また子

ど もの認知変数 を考慮 して ごみ減量行動 に影響 す る要 因

および規定 因を検討 した ところ,行 動評価,と くに社 会

規範評価 および便益費 用評価 の強 い関連 が認 め られた。

行 動評価 に強 い影響 を及 ぼ した の は観察学 習 的影 響 で

あ った。 そ して認知変数 を媒 介 しない情報 的影響 および

観察学 習的影響 の関連 も確認 で きた。つ ま り観察学 習的

影響 に関 しては ごみ減量行動 への直接効果 および間接効

果 が ともに示 唆 された。

以上 の結果 よ り,子 どもの ごみ減量行動 の もっとも強

い規定 因は社 会的規範評価 であ り,社 会規範評価 の もっ

と も強 い規定 因は観察学 習的影響 である ことが確認 され

た。 ここか ら親 の社会 的影響 の うち,親 の ごみ減量行動

の観察 が子 ど もの ごみ減量行動 に もっとも強 く影響 する

とい うことがいえる。 すなわち話題 を提供 した り,注 意

を した りほめた りするよ りも,親 自身 が行動 で示 す こと

が子 ど もの ごみ減量行動 を生起 させるにはよ り効果 的だ

といえよう。個人内の変数で ある社会規範評価か らごみ

減量 行動 を代表 とす る環 境配慮 行動 への影響 はす で に

様 々な研究 で指摘 され てい るたとえ肌14)。 よ って観 察学

習的影響か ら社会規範評価へ の関連が,ご み減量行動 に

特徴的で あるか につ いての検討 を行 うことは重要で ある。

また周囲 の行動 によって引 き起 こされ た行動が良心 に従

うという理由で実行 され たり,習 慣 と して行われ ること

が ある。 この ような社会規範 による行動実行だ けで な く

自律的 に行われて い く過程 も検討す る必要が あるだ ろう。

平成14年 度 か ら学習指 導要領 が改正 とな り,各 小 学

校で 「総合的学習の時間」を使 い,積 極的 に環境教育が

取 り組 まれて きて いる。本研究の結果を家庭だ けでな く

学校教育 にまで敷衍す るため には,教 師 による適切な し

っ けや話題提供 に加えて,ご み減量行動の実行が教育的

効果 とな るか につ いての検討が これか らの課題 といえ よ

う。
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Social Influence by Parents on Children's Waste Reduction Behavior

Kayo Yorifuji

Graduate School of Environmental Studies, Nagoya University 

(Furo-cho, Chikusa-ku, Nagoya-City, 464-8601 Japan)

Abstract

The purpose of this study is to examine what aspects of children's environmental cognition and 
behavior are influenced by social factors relating to their parents? Two hundred and seventy six 

pairs of 4th to 6th grade children and their caregivers (or parents) were surveyed in two elemen-
tary schools through questionnaires. The major findings were as follows. Parent-child conversations 
had only a weak effect on arousing children's environmental conciousness. Praising or advising by 

parents had a little effect on facilitating children's waste reduction behavior. Parents' waste reduction 
behavior had a great influence on children's behavior. The results indicate that children acquire 
waste reduction behavior by imitating parents' behavior in order to meet parents' expectation.

Key words : waste reduction behavior, informational normative influence, school children,

environmental-conscious behavior, observational learning

53


